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クロサヒラタアトキリゴミムシの記録
深町 宗通

クロサヒラタアトキリゴミムシParenakurosai HABU
は, 東京都下浅川を模式産地として記録された種である
が, 模式産地の他には, 兵庫県摩那山, 山口県下などで
ごく少数の記録しか知られていない。
筆者は, 藤田宏氏が千葉県清澄山で採集されたゴミム
シ類の中に本種を見い出した。 おそらく関東地方では浅
川に次ぐ記録と思われるので, ここにその記録を報告す
ると共に, 貴重な標本を御恵与下さった藤田宏氏に深謝
したい。

1 1 , 千葉県清澄山, 25. V. 1978, 藤田宏採集
(0845 佐賀県小城郡小城町二瀬川)

九重山でコジュウジア トキリゴミムシを採集
深町 宗通

コジュウジァトキリコ' ミムシ Lebia Io lanthe BATES

はわが国では本州の主として山地帯において記録されて
いるが, 多い種ではない。九州では, すでに宮崎県で得
られているが未発表のようである。 筆者は大分県九重山
で燈火に飛来した本種を採集しているので報告しておき
たいo

lex., 大分県九重山, l6, Vl. 1978, 深町宗通採集
(0845 佐賀県小城郡小城町二瀬川)

ョナクニヒラタハナムグリの北限記録
長尾 悟

ョナクニヒラタハナムグリ Nippo,lot,atgus yonaku1,1i-
ensis SAwADAの分布記録として, 沖紐本島および久

米島における採集記録を報告する。与那国島・ 西表島・
石垣島など従来分布の知られている島々 より北の記録

で, 沖縄本島が北限記録となる。

5exs., i中縄本島与那 (琉球大学演習林内),  1 .  l「.
1973 : 2exs., 沖組本島与那覇岳, 31.  n. 1973, 長尾

橋・ 宮原道則採集

3exs., 久米島, 8.  IV. 1973, 宮原採集

標本はいずれも筆者が保管している。 いつもコガネム

シについてご協力いただいている宮原道則氏, また, 本
報售をお勧め下さった三宅義一氏に深謝する。

(05:32 大阪市淀川区宮原5-4-18-409)

阿武限山地のタマムシ4 種

大桃 定、i f

阿武隈山地のタマムシについては, わずかに田添l) お

よび筆者2) の断片的な報告が見られるにすぎない。
筆者は, かねてより阿武限山地の昆虫相調査を進めて
おり, 今回, 前報2' に続き下記の4 種の興味あるタマム

シを採集したので報告する。

1 アオタマムシ

i‘1ryfllyrea eM‘1'str iata L EWIS

1 , 福島県双集郡大熊町上野上, 16.  Vll. 1978
土場のモミ材上から得た.  この属の種としてはかなり
早い発生のようである。 これまでの北限地は福島県いわ
き市江田2) であったが, 今「ロl さらに約30km程北上し, か
ってイワキアオタマムシ E. obenbergeriが記録された
福島県双集郡柄葉町木戸の北約20kmにまで達した。 こ
れにより,  イヮキアオタマムシはァオタマムシとェゾア

オタマムシ E eoa との分布地の問を継ぐ種というより
も, むしろ後者2 種の針集樹を食する系統に対し, 広集

樹を食する系統 (ヨーロッパに産する E. quercusや
E mica ,sの例がある) の種ではなかろうかと考えられ

る。すなわち,  日本にはその食樹を大きく異にする2 系

統のアオタマムシ属が産することを暗示しているのかも

しれない。

2. ツシマムツポシタマムシ

Chrysobothris samurai' 0BENBERGER
多数, 福島県原の町市横川赤根林道, 27~28.  V,  3

~ 4 . W . 1 978

相島県原の町産ツシマムツ.-「' シタマムシ
(左 : 4紋型 右 : 6紋型)
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